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基調講演１
　「巨大スパコンを持つ・
　　　　　　　　創るということは」

松岡　聡（東工大学術国際情報センター教授）

TSUBAME2.0
　東工大はTSUBAME2.0
というスパコンを，NEC
やアメリカの会社等と共
同開発しました。いろいろ
な評価をいただいていま
すが，「HPC Wire」とい
う業界紙では，総合力とし
て世界一と評価されました。
　このような大きなスパコンは，ものづくり，エ
ネルギー，医療，災害，社会・ビジネスなど，す
べてにわたって寄与していくといわれています。

アプリ分野との共同研究の例
　今回，TSUBAMEは「京」とともに，ゴードン・
ベル賞という栄誉あるスパコンの賞を取ったので
すが，そこからアプリケーションをご紹介します。
　まず，金属のデンデライトという樹枝状結晶の
生成過程をTSUBAME2.0でシミュレーションす

ることによって，非常に精度の高いサイズと構造
が決定できました。さらに，このときに2PFlops
という性能と44.5％という効率性が出たという
こともあって，受賞に結びつきました。
　また，もう一つは，冠状動脈の血流に関する研
究で，その人がどのぐらい心筋梗塞になりやすい
かという診断が，その日のうちに非常に精緻でき
るようになりました。
　
今後のスパコンの性能向上
　今は計算の需要が非常に伸びています。昔は
iPhone4Sでもスパコンになれたのですが，2018
年ぐらいにはエクサ（10の18乗）フロップス，

基調講演１
　「巨大スパコンを持つ・

　日本経済はどこへ行くのか，ICT 産業は果たして苦境を脱する牽引力となりうるのか。
　産業界から㈱ NTT データ社長山下徹氏と日本電気㈱社長の遠藤信博氏，官界からは前総務審議官の寺﨑明
氏，そして学の代表として東工大学術国際情報センターの松岡聡氏にご登場いただき，元日経エレクトロニクス
編集長の西村吉雄氏の司会のもと，産官学それぞれの立場から，日本の ICT 産業の問題点とこれからを語って
いただいた。

ゴードン・ベル賞授賞式にて（前列右から2人目が松岡教授）
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基調講演２
　「最近思うこと
　　（経済のグローバル化を中心に）」

寺﨑　明（S49電物S51修電物・前総務審議官，
東工大客員教授，（株）野村総合研究所顧問）

日本経済の課題と政策
　日本経済を考えるとき，
言うまでもなく，人口減
少・少子高齢化が基本的
な問題です。直近の問題
としては，政官の連携不
足，震災対策，エネルギー
政策の混乱がありますし，
規制緩和では金融規制が，財政面では国や地方の
財政の悪化が大きな問題となっています。
　今は少子化だと騒いでいるわけですが，日本の
人 口 は， 明 治 以 降 急 増 し， 今 後 急 減 し ま す。
2100年にはピーク時の約４割という予測があり，
今後は，長期的には，4000〜5000万人ぐらいの
人口でうまくいくような国づくりを目標にすべき
です。ただ，日本のGDPに占める個人消費の割
合は大体55％で，それが減っていくという局面
を通り抜けなければいけないのが問題です。

ICTの寄与
　ICT産業は，日本の国内生産額のちょうど１割，
日本で一番大きいシェアを占めています。ICTが
寄与できる点を冷静に考えると，ICT自身も市場
の縮小に伴いグローバル化が必要ですが，同時に

他の産業もうまく引っ張れる側面を持っています。
　２点目に，国内市場は減少しますが，今後は，
政策上１人当たりのGDPの増大が重要であり，
そのためには，ICTの活用による一層の業務の効
率化が図ることが肝要です。
　３点目に農業・教育でのICTの利活用，４点目
にスマートシティの推進，５点目に次期成長産業
の研究・創造，そして６点目に国民共通番号の導
入による電子行政の効率化を挙げます。特に６点
目の実施により，税収のとり漏れ防止等が確実に
なり，十数兆円の財政収入の増加が見込まれます。

グローバル化のポイント
　社会インフラシステムを外国に売る場合，シス
テムを国際標準にするという姿勢が第１歩です。
第２歩は，導入する国に日本が一番得意な標準方
式を認めさせる。第３歩は，メーカーが製品を売
り込んでいくことです。今まで，日本は第１歩ま
ではやっていました。２歩目の取り組みについて
参考までにお話しすると，私は総務省時代に地上
デジタルの日本方式の海外展開に携わり，南米の

基調講演２
　「最近思うこと

今のTSUBAME2.0の250倍ぐらい速いものを作
らなければいけないといわれています。これは驚
異的な数字で，実現しようとすると，ITシステ
ムとしての物理限界が一気に噴出します。低消費
電力のCPUコアを10億個ぐらい組み合わせるこ
とが必要といわれていますが，この数は全世界の
スマートフォンを全部合わせても足りないという
ことです。また，ノード数は10万〜100万必要と
いわれています。世界の数億人をサーブしている
Google全体と同じぐらいの台数が必要となりま
す。さらに，2011年に出荷されたPCの全メモリ

を超える数百ペタ〜エクサバイトのメモリと，
Gmail全体よりも大きいストレージが必要です。
　これはものすごいグランドチャレンジで，もし
エクサが実現できたら，ICTとしての技術力も大
きく進みます。
　こういった技術開発は，ただ単にスパコンのた
めではありません。最先端のものをサポートする
インフラを作ることによって，IT産業への「レ
バレッジ」が可能で，これによって，わが国がリー
ドしていくようなITのインフラが作れると信じ
ています。

ペルー大統領執務室でガルシア大統領と会見する寺﨑氏
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基調講演3
　「どうする日本の ICT
 ―グローバル化とその将来―」

山下　徹（S46社・（株）NTTデータ社長）

日本の抱える先進的課題
とチャンス
　日本は今，ヒト・カネ不
足の中でのインフラクライ
シスや世界最速の少子高齢
化，超円高・先進国環境で
の製造業の生き残り等，い
ろいろな課題を抱えていま
す。これらに共通しているのは，いずれどの国も
抱えるようになる課題だということです。
　さらに，このような問題を解決する手段として，
ICTが大変効果的に効くと思っています。そう
いった意味で，まさに課題先進国としての日本に
は大きなチャンスがあるのではないでしょうか。

グローバル最先端のノウハウ・知見展開
　では，私どものグループがこれにどう取り組も
うとしているかという話をさせていただきます。
　１つ目は，既にわれわれが持っている
ノウハウや経験の中には，海外展開でき
るものがいろいろあります。例えば，防
災ソリューション，クレジットカードの
決済システム，地図のシステムなど，ど
んどん海外展開していこうと思ってい
ます。
　２つ目のアプローチとしては，新しい
技術を開発していくときに，初めからグ
ローバル展開を考えて進めていくとい
うことです。M2Mプラットフォームと

いうマシン間の通信やあるいは，交通情報，脳情
報の解析などがそれにあたります。
　３つ目のアプローチは，IT競争力の強化です。
例えば，ソフトウエア開発の自動化では，欧米の
パッケージと中国やインドの大変安い労働力の間
でサンドイッチになっている状態を，ソフトウエ
ア開発の技術力そのものを高めることで打破しよ
うと取組んでいます。
　また，ハードウエアの中にソフトウエアの機能
を織り込んで一体製品として開発する，アプライ
アンス製品の開発もおこなっています。日本での
営業展開と合わせて，海外でも展開していこうと
しているところです。

生き残りのために産学の連携を
　こうしたことから，われわれが世界で最初の課
題を持っている先進国であるのだから，その立場
を大いに利用して，これをチャンスに変えてはど
うかと思っています。
　そこで，わが社では今そういうものに投資をし，
人材を育成し，勝てる仕組みを作っていこうと考
えており，こういったことを通じて，また日本が
イノベーションリーダーになれるチャンスが来る
のではないかと思っています。
　これから日本が国際社会の中で生き残っていく

基調講演3
　「どうする日本の ICT

ほとんどを日本方式で席巻することができまし
た。決定権者は大統領ですので，決定権者に，直
接，働きかけることがポイントとなりました。

クラウド時代の研究と人材開発
　MicrosoftやGoogle，Appleなど，最近伸びて
いる会社は，基本的にソフトで世界のお金を集め

ています。なぜ便利なソフトは米国発なのか。日
本の大学，企業，国の研究開発体制，さらにはソ
フト教育面で大きな欠陥があると考えます。日本
は資源がないので，人材が全てです。理工学系か
らも研究が全てではなく，企業の経営層にしっか
りと人材を送り込める教育をして，日本全体とし
て世界一のものづくり体制の再構築が重要です。
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基調講演4
　「ICT 業界のトレンドと
　　　　　　　　　NECの取り組み」

遠藤　信博
（S51電子S56博電子・日本電気（株）社長）

クラウドの 3要素
　クラウドの３つの構成要
素とは，まずクラウドの上
にあるサービス，次にクラ
ウドそのものを構成する
ITプラットフォームとブ
ロードバンド化されたネッ
トワーク，さらにはクラウ
ドにアクセスするためのデバイスです。NECはこ
の３つの要素すべてを提供することができ，かつ
そのことが強みであるわけですから，これからは
クラウドのエンドツーエンド・ソリューションを
さらに強化しなければいけないと思っています。

インフラとしてのクラウド
　これまで私たちは何らかの製品，特にハードウ
エアを作って，それを海外へ展開するビジネスを
してきました。しかし，これからは各地域のリクワ
イアメントをベースにしたサービスをまず先に提
供して，そのサービスをメッシュで他の国や地域
に横展開するようなシステムを作り上げていかな
ければいけないと思っています。
　私はICTやクラウドは，インフラそのもの
だと思うのです。インフラには，一回作り上
げてしまうとそれをリプレースするのが大変
だという難しい側面があります。日本のICT
投資が相対的に少ないというのも，良いイン
フラが既にあるだけに，リプレースが難しい
という理由があるのです。

重要性が高まる新興国市場
　一方，BRICsやVISTAをはじめとした新
興国では，GDPが高成長を続けています。

それらの国々はインフラに投資する余力があり，
また，これまでしっかりとしたインフラがありま
せんでした。ですから，今まさにクラウドを使っ
たインフラを導入する状況が整ったわけであり，
しかも，BRICsとVISTAには世界の人口の半分，
35億人が集中しているのですから，大きな市場
があるわけです。ただ，サービスをグローバルで
提供する際，その国々に合わせたカスタマイゼー
ションが必要です。クラウドについても同様であ
り，世界には，さまざまな伝統，文化，宗教を持
つ方々がいることを理解してサービスを作り上げ
なければいけません。

日本発のグローバルカンパニーとは
　日本発のグローバルカンパニーとはどういった
企業のことを指すのでしょうか。私は一つの形と
して，まず日本でサービスの核（コア），または
プラットフォームを作り上げ，それをベースにし
たカスタマイゼーションを加え，全世界の市場に
受け入れられるサービスを実現することが，日本
発のグローバルカンパニーのあり方であると考え
ます。
　これからは“ビッグデータ”を使った，より利
便性の高いサービスに注目が集まると思います。
これまで蓄積してきた過去のデータと，リアルタ
イムに流れているデータの相関から，少し先のこ
とが予測できるようなサービスを作り上げられた
ら，それは非常に大きな意味を持つと思います。

基調講演4
　「ICT 業界のトレンドと

ためには，グローバル化の中で産と学がどう協力
していくかが大変重要な課題であるということを

最後に付け加えたいと思います。
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  パネルディスカッション

パネリスト：
　山下  徹，遠藤  信博，寺﨑  明，松岡  聡
モデレータ：
　西村  吉雄

（S40電子S46博電子・元日経エレクトロニク
ス編集長，早稲田大学客員教授，元東工大監事）

人口減少と若年層の失業
西村　今のお話に共通する一つのキーワードは，
人口でした。私も日本の人口が4000万〜5000万
人になるのは悪くないと思うのですが，途中の高
齢化はこれからの日本の最大の課題です。
　生産年齢人口（15〜64歳）は少し前から激し
い勢いで減り続けています。それなのに，現在の
日本では若い人ほど失業率が高いのです。15〜
25歳の失業率は約10％で，全年齢平均の倍です。
日本の産業界の雇用能力という観点からこれが
ずっと気になっています。
　日立・東芝・三菱・NEC・富士通という日本
の５社の社員数は，かなりの勢いで減り続けてい
るそうです。同時に，５社の社員の平均年齢は上
がり続けて，売上は減っています。さらにこれを
若い人の失業率の多さと結び付けたときに，相当
厳しい状況になっています。

グローバル化に不可欠なカスタマイゼーション
西村　さて，最後の遠藤さんの日本のグローバル
企業のお話のなかで，コアとプラットフォーム化

というお話があったと思うのですが，その意味を
具体的に教えていただけますか。
遠藤　日本の課題を解決したソリューションは，
文化の違う海外ではそのままソリューションには
ならないかもしれません。その基本となる部分を
プラットフォーム，あるいは核（コア）にして，
それを各地域の文化に合った形でカスタマイズし
て，現地のニーズに即したソリューションにして
いくということが必要です。
山下　今世界が抱えている課題は，共通的になっ
てきています。また，アプリケーションの世界で
は日本はガラパゴスなどと言われがちですが，一
方で，マシン・ツー・マシンのシステムの系全体
やビッグデータの処理はかなり共通の技術を応用
できます。カスタマイズの問題は残るにしても，
海外への展開にそれほど障壁はなくなってきてい
ます。
　一方，システムを売り込むときには，ただ単に
コンピュータを売り込むのではなく制度を売り込
むことも大切です。たとえば貿易のシステムであ
れば，貿易の考え方やルールそのものを輸出して
いくということが非常に重要なのです。アジアの
中で日本の仕組みの考え方やルールをもっと積極
的に主張し，展開していくことが必要だと思いま
す。
西村　ありがとうございます。グローバル化には
かえってカスタマイゼーションやローカライゼー
ションが要るという印象的なお話でした。

大学の目指すものと企業のニーズ
西村　もう一つ，クラウド，グローバル化，ソフ
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トウエア開発というキーワードについて松岡先生
にお話いただければと思います。
松岡　今のクラウドはもうコモディティ化してし
まって利益は少ない。そこで，われわれ大学が
10年〜20年先のビジネスを見すえた研究開発を
しても，日本のメーカーは，けんもほろろです。
食いついてくるのはAmazonなどアメリカの企
業です。
西村　若い人がなかなか日本企業に勤められない
という現実を考えると，東工大の人材養成と，会
社側とでミスマッチがあるのでしょうか。
松岡　今，クラウドベンダーを目指す学生は，み
んなGoogleに勤めてしまいます。なぜそうなる
のか。そういう人材を確保する体制になっている
のか私は非常に疑問に思います。
山下　クラウドというのはそれほどすごいことで
はなくて，要するにコンセントに差すと電力が使
えるのと同じようにコンピュータリソースがコモ
ディティ化してしまって，結局，ハードとソフト
の戦いから，その上で扱うデータやアプリケー
ションへと，戦いの場所が変わってきたのです。
　そういう中で，いずれの時代も大学は企業の
ニーズになどマッチしていないのではないかとい
う気もしますし，企業のニーズにマッチしようと
すると短期志向になって，次の時代に負けかねな
いので，それほど気にする必要はないと思うので
す。
遠藤　学生さんが，今親しみのあるアプリケー
ションやサービスの分野に進んでいくのは仕方が
ないと思います。日本企業が優秀な学生を採用す
るためにも，グローバル市場に貢献しているとこ
ろが見えるようにしなくては
いけないと，反省を含めて思
います。

クラウド時代の人材育成
寺﨑　東工大生の就職はかな
りいい部類ですが，一部上場
企業の役員になる数を卒業人
数の割合で見ると，一橋と比
べると少ないのです。世間一
般の常識や経営のための基礎
知識，ソフトの実学をもち，
何かに遭遇したときに自分の

頭で考えて，解決できるバランスのいい学生を育
てて世の中に出すことを大学としてぜひ考えるべ
きと思います。
　MicrosoftやAppleは，全部を自社で開発して
いるわけではありません。ほかの人が開発したも
のを寄せ集め，それをアイデアとして積み重ねて
商品化しています。日本の大学で考えている技術
開発と世界市場で言われている技術開発の意味
が，だいぶ違うのではないかと思います。
松岡　大学も今や一種の法人ですので，われわれ
のプロダクトは人材です。その中でわれわれが学
生に言うのは，「別に日本の会社に就職しなくて
も，グローバルマーケットだから，君達の才能を
一番高く買う所に就職するのが一番いい。そうす
れば日本のICT高度人材全体の価値が高まり，優
秀な人が集まって分野の底上げになるから」です。
　一方，ICTのアプリケーションとして日本経済
全体の課題をどう解決するか。それは日本の企業
だけがやらなくても，外国の企業が来て解決して
くれるなら，総合的には国民全体のメリットは大
きいかもしれない。グローバリゼーションとはそ
ういう流れだと思います。
寺﨑　私立大学であればそれでいいと思うのです
が，東工大は税金でやっているのです。国立大学
は慈善事業ではないのですから，学生がどこへ
行ってもいいのではなく，最終的には，税収が増
えるような方向に向かせることを意識すべきで
す。
西村　この議論は長くなってしまいそうですね。
続きは交流会でということにさせていただきま
す。ありがとうございました。


